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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
促
進

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に

市
内
に
在
住
し
、
全
壊
な
ど
に
よ

り
家
屋
を
失
っ
た
人
た
ち
を
対
象

に
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

市
の
災
害
公
営
住
宅
は
、
市
内

４
地
区
６
団
地
に
60
戸
の
建
築
を

計
画
。
そ
の
内
、
迫
地
区
32
戸
に

つ
い
て
は
「
登
米
市
木
造
災
害
公

営
住
宅
建
設
推
進
協
議
会
（
齋
藤

司
会
長
）」
と
協
定
を
締
結
し
、

市
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
ス
ギ

材
な
ど
を
多
く
使
用
し
た
木
造
住

宅
を
建
築
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

建
築
場
所
は
、
入
居
希
望
者
の

意
向
を
考
慮
し
、
迫
町
大
網
地
区

迫
、
東
和
、
中
田
、
豊
里

25
年
度
中
の
入
居
目
指
す

　

市
で
は
、
現
在
建
設
を
進
め
て

い
る
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
入
居
対
象
者

と
南
元
丁
地
区
の
２
団
地
に
32

戸
、
中
田
町
加
賀
野
地
区
に
９

戸
、
東
和
町
米
谷
の
日
面
地
区
２

団
地
に
９
戸
、
豊
里
町
横
町
地
区

に
10
戸
を
建
築
し
ま
す
。
入
居
予

定
が
65
歳
以
上
を
含
む
世
帯
が
過

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
各

団
地
と
も
歩
け
る
範
囲
で
日
常
生

活
に
支
障
の
な
い
地
区
を
選
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
迫
地
区
の
造
成
工

事
を
発
注
。
各
団
地
と
も
本
年
度

末
の
入
居
を
目
指
し
、
建
設
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の

入
居
者
を
募
集

は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
市
内
に

在
住
し
、
住
宅
を
失
い
自
力
で
の

住
宅
確
保
が
困
難
で
、
全
壊
や
大

規
模
半
壊
な
ど
に
よ
り
住
家
の
解

体
を
さ
れ
た
人
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
こ
れ
ま
で
２
回
の

意
向
調
査
を
実
施
し
、
入
居
者
の

取
り
ま
と
め
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
意
向
調
査
か
ら
事
情
が
変
わ

り
入
居
を
希
望
さ
れ
る
人
や
、
入

居
希
望
で
こ
れ
ま
で
申
し
込
み
を

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は
、

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
（
ア

パ
ー
ト
な
ど
）
に
入
居
し
、
そ
の

住
宅
が
解
体
な
ど
に
よ
り
継
続
入

居
が
困
難
と
な
り
転
居
し
た
場
合

も
、
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課
（
建
築
係
）
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登
米
市
木
造
災
害
公
営
住
宅

建
設
推
進
協
議
会
は
、
市
内
の
建

設
業
協
会
、
建
設
職
組
合
、
製

材
所
、
森
林
組
合
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
協
議
会
は
、
震
災

で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
生
活
再

建
の
基
盤
と
な
る
災
害
公
営
住
宅

を
、
市
内
の
関
係
者
が
一
致
団
結

し
て
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
し
ま
し
た
。
登
米
市
の
気
候

風
土
と
調
和
し
た
温
か
な
木
造

市木造災害公営住宅
建設推進協議会

 事務局長

被
災
さ
れ
た
方
々
に
木
の
ぬ
く
も
り
で
癒
や
し
を

住
宅
を
提
供
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
で
す
。

　

木
の
住
ま
い
は
温
か
く
、
そ
の

香
り
が
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
心

を
癒
や
し
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に

地
域
の
木
材
を
使
う
こ
と
で
、
水

土
保
全
や
温
暖
化
防
止
と
い
っ
た

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
も

寄
与
し
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
に
当

た
っ
て
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
一
日
も
早
く
落
ち
着
い
た
暮
ら

し
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
協
議
会
の
力
を
結
集
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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